
2025（令和7年）7月25日発行 

高浜公民館だより №105 

８月２日（土） 10:00～12:00 

８月６日（水） 14:00～16:00 

システムエンジニア？になろう 

８月２日（土） 14:00～15:30 

８月２３日（土） 10:00～11:30 

場   所：高浜公民館  ２階 多目的ホール 会議室３・４ 

参加費：無料 

講  師：冨田 雄生さん（HIGH BEACH所属） 

定  員：１０名程度（小学１～６年生対象） 

内   容：『大乱闘スマッシュブラザーズ』 

     『マリオカート』 

     『太鼓の達人』 

準備物：なし（自分のコントローラーを持ってきてもいいです。） 

８月１８日（月） 10:30～11:30 

5年生    9:00～10:00 

6年生   10:00～11:00 

7月29日（火） 

1・2年生 9:00～10:00 

3・4年生10:00～11:00 

場  所：高浜公民館   １階 多目的ルーム 

参加費：無料 

講   師：石田 吉啓さん(福井県書写・書道指導員)  

定  員：各学年８名程度（小学１～６年生対象） 

内  容：夏休みの書写宿題のポイントを学びます。 

持ち物：夏休みの課題、習字道具をお持ちください。 

7月31日（木） 

場 所：高浜公民館 ２階 会議室１・２ 

参加費：100円 

講  師：岡野 薫さん(グラフィックデザイナー) 

定 員：10名程度（小学１～６年生対象） 

内 容：色鉛筆を使い、描きたいイラストやキャラクターの 

    塗り絵をします。 

持ち物：色鉛筆は参加者がお持ちください。 

    イラスト用紙は講師が用意します。     

７月３０日（水） 14:00～15:30 

８月１９日（火） 14:00～15:30 

場 所：高浜公民館 １階 多目的ルーム 

参加費：無料 

講  師：冨田 幸恵さん 

定 員：10名程度（小学１～６年生対象） 

内 容：夏休みの宿題を各自が持ち寄り、講師のアドバイス 

    を受けながら学習を進めます。 

持ち物：夏休みの宿題、筆記用具など学習に必要なもの     

8/2、9/6、10/4、10/11、11/1、11/15、12/6、12/20、1/10、

1/17、2/7、2/21、3/7  ※土曜日に実施しています。 

①初級9:30～10:30 ②中級10:45～11:45 

場 所：高浜公民館 ２階 多目的ホール 

参加費：無料 

講  師：中川 和男さん(DANCE FAM ARCO代表) 

定 員：①初級20名②中級20名（小学４年生～中学３年生対象） 

内 容：ヒップホップダンス 

服 装：運動しやすい服装で参加してください。 

場  所：高浜公民館  ２階 会議室３・４ 

参加費：無料 

講   師：舞鶴工業高等専門学校 

     尾上 亮介さん   建設システム工業科 教授  

     髙本 優也さん  教育研究支援センター 技術職員 

定  員：１５名（小学４～６年生対象） 

内  容：建築家 篠原一男氏が設計した「白い家」住宅建築模型を 

      制作します。 

準備物：なし 

場   所：高浜公民館  ２階 会議室３・４ 

参加費：無料 

講  師：山崎 和成さん 荻野 雅弘さん 

定  員：１０名程度（小学１～６年生対象）  

内   容：アプリ『スクラッチ（scratch）』の基本操作を学んだ上で    

     課題を解決するプログラム作りを行います。 

準備物：タブレットまたはノートＰＣを持参してください。 

場   所：高浜公民館  ２階 多目的ホール 

参加費：無料 

講  師：松本 健作さん（BRUSH UP） 

定  員：１０名程度（小学１～３年生対象） 

内   容：運動の基礎となる動きを身につけるために、マット、鉄棒、   

     とび箱、なわとび、ボールなどを使っておもしろい表現や 

     運動、遊びを行います。 

服 装：運動しやすい服装で参加してください。 

題字 

さん 



高浜地区知っとこ自慢リレー 高浜七年祭 特別寄稿 

『高浜七年祭に寄せて』    新谷 径世さん（佐伎治神社広報）  

「今回、お祭リに携わっている人々の様子を残したい。」これは昨年より赤坂宮司が

おっしゃっていた言葉です。 

 全国的にお祭りは縮小する傾向にあり、高浜町においても様々な面で深刻な課題

が見受けられ簡単には解決できそうにありません。そんな中でお祭りに向き合う皆さん

の言葉や表情の中に今後のお祭りの方向を決める何かが見えてくるのではないか。

宮司はそんなふうに考えておられたのかもしれません。 

 私は2月からインスタを使って芸能に携わる人々の練習をお伝えすることにしました。

練習が始まったばかりの時期、私から皆さんに「練習で何が一番難しいのでしょう？」

という質問を繰り返しました。その問いに皆さんは口々に現在習得出来ていない部分

を数え上げていました。ところが2ヶ月程経つと別人の様な表情で「祭りまでにはもっとこ

こを上達していたい」と笑顔で語る人の数が多くなってきました。 

 今回の取材で見たいろいろな芸能の中で、個人的には曳山芸能の囃子方の皆さんに強く惹かれるものを感

じました。笛、鞨鼓、太鼓、鉦とも習得するのは難しく、さらに多くの曲を覚えなくてはなりません。しかし、この地道

な苦労が一気に報われる時がやってきます。各地区とも稽古上げ、顔見世と進んだ時、若連中のパワーが炸

裂する事となります。 

 長い期間の練習がものをいい、その演奏は見に来た人に感動を与え、大きな拍手を受けるものへと成長して

います。また、今年はこの同じ苦労が分かる他の地区から応援にやってきた仲間たちがお互いに盛り上げ合っ

て、どこの顔見世も素晴らしい時間となりました。やはり七年祭がパワーを持つ為には、磨かれた芸能が必要な

のだと確信した瞬間が何度もありました。 

 この長い期間の練習を共に耐えた仲間と一緒に神様の前で胸を張って披露する、この自信こそがあのとてつ

もないエネルギーを生む源となっているのではないでしょうか。 

 各地区に伝わるすべての芸能がいつまでも受け継がれることを願ってやまない一週間となりました。自分の区

の芸能に誇りをもち、磨き上げてこられた皆様方に心からの拍手を送りたいです。本当にお疲れさまでした。 

 

 

本年度の「知っとこ自慢リレー」は、４月より高浜七年祭の特集記事を連載しています。今回は高浜七年祭において、2

月から芸能に携わる人々の練習を取材され、インスタを使ってお伝えされてこられた佐伎治神社広報の新谷径世さんに、

取材を通して感じられたことや高浜七年祭への思いについてお話をお聞きしました。 

インスタ[sakichijinza]は 

右記のQRコードからご

覧いただけます。  

７月２６日（土）よりインスタ[sakichijinza]の

動画（約３時間）を高浜公民館で放映

します。是非ご覧ください。 


